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16倍， 17.6倍， 70年までは26.3倍， 24.7倍 28倍にそれぞれ急増しており 60








2) 近年， コメコン諸国の対西側f昔款は問題となっているが， 70年代末までのポー ランドのそれは
173億ドルに達していると算定されている。，日本佳萌新聞」昭和5年2月17日。 この点につい
ては詳しくは拙稿「ポー ランドの貿易構造と経済危機」世界経済評論198C年1!月号幸四泊
3) Michael Kasar， Comecon， Integration Problems of the Planned Economies， Oxford 
University Pres渇. 1967. p. 108 





























第 1表 ポー ラ Y ドの貿易取引総額および収支
(単位百万ズロチ〕
|総額 l輸入|輸出|収支
1089.3 583.1 506.2 - 76.9 
2265.6 1280.6 985.0 -295.6 
41907 2065.6 2125.1 + 59.5 
5005.1 2529.8 2475.3 - 54.5 
5209.6 2672.6 2537.0 -135.6 
6743.2 3696.6 3046.6 -650.0 
6553.6 3451.9 3101.7 -350.2 
6420.9 3097.0 3323.9 十226.9
7日89.0 3613.8 3475.2 -138.6 
7405.9 3727.2 3678.7 - 48.5 
8026.4 4087.4 3939.0 -148.4 
8906.0 5006.1 3899.9 -1105.2 
9144.8 4907.3 4237.5 -669.8 
10258.9 5678.4 4580.5 -1097.9 
11282.0 5979.9 5302.1 677.8 
12761.1 6746.8 6014.3 -73~.5 
14126.1 7541.6 6584.5 -957.1 
14996.2 7916.1 7080.1 836.0 
16674.7 8289.0 8385.7 + 96.7 
18272.6 9361.2 8911.4 -449.8 
19064.6 9976.2 9088.4 -887.8 
20685.3 10579.1 10106.2 ← 472.9 
22843.6 11412.4 11431.2 + 18.8 
25404.7 12838.6 12566.1 -272.5 
28620.6 14430.1 14190.5 -239.6 




更に貿易収支に目を転じるならば，若干の例外 (1948年， 53年 64年， 68 
年〕を除いてほぼ赤字基調 Eあると言わなければならない。しかもその入超額
の幅が貿易総額に対してかなりの比重 (1957年の12%，59年の 10.7%等〉を占











































1950 58.4 0.7 37.7 3.2 
55 59.3 4.6 28.5 7.6 
56 56.7 60 ~L9 5.4 
57 55.1 5.8 33.5 5.6 
58 50.8 7.6 34.4 7.2 
59 56.3 6.3 :u.o 64 
60 56.6 6.5 29.8 7.1 
61 57.0 5.5 31.2 6.3 
62 600 4.6 2R8 。6
63 61.1 4.2 27.8 6.9 
64 59.6 4.1 28.4 7.9 
65 60.5 4.2 26.6 8.7 
66 58.1 4.9 29.4 7.6 
67 61.1 3.6 28.7 6.6 
68 61.4 3.7 28.1 6.8 
69 62.4 3.4 27.3 6.9 



















黒字の年度 (48年. 53年， 64年， 68年〉のその幅も小さいことを考えあわせる
































76.9 153.4 76.4 
295.6 6.1 289.5 
595 - 42.0 101.5 
54.5 45.4 - 99.9 
一 135.6 -189.9 -206.1 16.2 54.3 52.7 1.6 
- 650.0 -403.4 ← 246.6 
- 350.2 309.4 40.8 
226.9 51.8 175.1 
- 138.6 -158.2 19.6 
48.5 -106.4 -134.9 28.5 57.9 131.4 - 73.5 
148.4 388.9 500.0 111.1 240.5 175.7 64.8 
-1106.2 800.0 -827.8 27.4 -305.8 -281.9 - 23.9 
- 669.8 375.8 570.0 194.2 -294.0 -422.7 128.7 
-1097.9 -964.2 -913.1 - 51.1 - 133.7 -137.4 3.7 
667.8 477.1 560.3 83.2 200.7 193.0 7.7 
- 732.5 -4GO.2 -434.3 25.9 272.3 371.5 99.2 
957.1 -847.5 -784.4 - 63.1 -109.6 159.0 - 49.4 
- 836.0 -811.7 -774.3 - 37.4 24.3 - 62.5 38.2 
96.7 177.9 144.0 33.9 - 81.2 114.6 33.4 
449.8 -555.3 -495.2 - 59.9 105.5 261.9 -156.4 
887.8 -814.8 -923.1 108.3 一73.0 - 65.6 7.4 
← 472.9 -502.7 617.1 114.4 29.8 126.6 156.4 
18.8 162.0 47.9 114.1 -143.2 -175.8 32.6 
272.5 198.2 -296.9 98.7 - 74.3 -203.9 129.6 







94 (234) 第 127巻第2.3号
第4表部門別輸出入構成比
輸 入(%) 輸 出(%)
機械 原燃料|農産物!消費財 機械|原燃料123S23j号産物|泊費財
1946 I 14.0 42.0 35.0 9.0 O 88.9 73.1 1.9 9.1 
47 17.8 59.9 18.2 4.1 1.0 71.0 57.6 12.8 15.3 
48 18.5 61.0 15.5 5.0 0.6 70.5 51.7 16.0 12.9 
49 24.4 62.5 10.3 2.7 2.4 64.5 47.8 20.6 12.5 
50 32.4 53.1 11.2 3.3 7.8 56.0 40.4 24.1 12.1 
51 33.9 53.9 8.9 4.3 68 67.8 46.8 16.6 8.8 
52 366 48.3 11.8 3.3 10.2 62.2 44.0 18.6 9.0 
53 41.5 49.1 6.7 2.7 12.3 57.8 38.0 203 9.6 
54 32.5 50.6 13.5 3.4 11.1 61.6 44.6 18.0 9.3 
55 30.9 51.7 13.0 4.3 13.1 64.4 46.6 15.3 72 
56 33.2 48.6 12.1 6.0 15.6 63.8 43.2 11.7 89 
57 23.8 53.1 17.4 5.7 20.0 61.0 39.3 12.6 6.4 
58 26.7 54.0 11.0 8.4 26.8 50.8 28.9 16.9 5.5 
59 27.5 48.5 16.9 7.0 26.3 49.0 24.9 182 6.5 
60 27.1 51.5 16.0 5.4 28.0 43.8 21.7 18.1 10.1 
61 29.1 49.7 15.3 5.9 28.0 39.0 18.7 21.4 11.5 
62 33.2 46.8 13.3 6.6 30.0 39.0 17.2 19.2 、11.7
63 34.1 44.5 15.1 6.3 33.1 38.0 16.1 16.0 12.9 
64 30.6 48.7 15.3 5.4 33.4 35.5 15.2 18.7 12.4 
05 32.8 47.3 13.2 6.7 34.4 35.2 149 18.1 12.3 
66 35.1 47.2 11.5 6.2 35.3 34.3 14.6 16.6 13.9 
67 37.0 46.5 10.9 5.6 36.1 33.0 13.5 15.5 15.4 
08 35.9 47.2 11.3 5.7 37.0 33.1 12.5 14.1 15.9 
69 36.8 47.0 10.4 5.7 39.1 33.0 11.5 12.1 15.7 
































料鉱物原料・金属 (2一一燃料，鉱物原料，金属)， m化学製品肥料田ゴム・建設資材 (3
化学製品，肥料， 4一一一建設材料および組立部品)， N植物性・動物性原材料食品 (5
植物生 動物性原材料， 6 生きている動物〔屠殺用動物を除0. 7 食品原料， 8 
食品)， v消費物置く9 消費物資〔工業製品ものJ)




1m 1 431 15 11643 _. 32間 74 羽田092 25 






482 _ _ 17 11778 __ 34但260 28旧308 28 
106 . 1 _._-251 1. -]44. 1. -157 
588 20 11527 34阻116 28同151 28 
373 13133161704 91743 9 
177 -138 -315 -320 
196 7 I 193 4 I 389 5 I 423 5 
w 植笠喜・動物性原料及 ~m 1日74 9~: 1田860817ff36凹叩戸岨日831 
び食品 Ex 11583 "53 1 290 vvv 6 11873 vvv 25 11978 vvv 26 
I皿 157 _ _ . 2 1 547 11 1 604 7 1 611 7 
V 消費物資|叩8• ~ 1 __ _ 111 • _ 1.__ 418 •• 1. __. 440 
E，三 I365 12卜658 15 11022 14は051 14 
1m 12917 _J36)戸198_._(64)但115 100岡300 100 
v1総計 1___. 87;._:1.._.-717;__:1_，_-631.__1_ 
Ex 130日4 (40)ト1481 -(60)17484 1∞げ720 -100 
の比率は体制別晴成比を示す。なお他の比率は部門別構成比である。
※ 1 ※ 2 総計とは品目別の表示による小計を合計したものであり，この品目E川、計の園別内訳
を示す数値を合計したものが累計である。それゆえ累計の方が総計よりも.J額である。





(1m)， 28%くEx) と30%(1m)， 25% (Ex) で， 全体の半分以上を占めてい
















































430 21 278 23 152 19 20~ 200 32 I 360 -235 -125 70 3 43 3 27 3 
1m 






366 40 1~~ 50 1~ 
E 化建学設製資材品・肥料・ゴム・ IEmx 298 15 237 20 676115 8 9 
74 8 
147 -162 28 
151 6 75 5 46 7 
N 植ぴ物食性品・動物生原料及 IEmx 801 40 390 33 411 51 773 85 649 1155 765 74 116 -640 1450 60 295 35 133 21 
費
I皿 55 166 3 36 105 3 19 2 l V 消 4事 資 E玄 8061 9 143 221 9 141 9 144 23 
羽総
1m 2003 【69)
1i5i9507441 〔4521〕 ~~~ 30i~~; 913 000(31) 五両， Ex 397 -277 24日 (80) 636 (21) 



































造を有している。原燃料 (II)， 消費物資 (V)の出超に基づいて， 機械・設
備(1)と農産物・食品 (N)の輸入をおこなっており，この構造り中でHの






ンドの後進性を鋭角的に示しているo すなわち1， n， mの 方的な入超
(5億400万ズロチ〕は， IV cl)圧倒的な出超 (7(盲6500方ズロチ〕 に対応L-.


















6) 以下で述べる CMEA加盟国とはルー マニア，ブルガリア，ハンガリー ，チヱコスロパキ7，
東凪ソ連を芦す。




|ノレーすニア悌 1かカリア首 ハンjfl}- 古 パチェコスロ % キア
設機備戒及び 1m 94 53 18 78 617 3 
134 38 432 49 
1 iiiì~~'" Ex ← 46 35 -181 48 38 96 99 35 251 39 
E 燃原料料・・鉱金物属IE1x1 
54 30 16 12 88 
43 246 5 
291 33 
- 9 14 - 19 
45 36 30 21 131 272 LI~ 
肥建化料設学製資・コ材品ム・1m 
5 3 。 。13 4 42 5 
m ~!;t~~~ A Ex 3 - 2 4 O 。2 4 3 13 5 42 7 
IV 植物及物性び性原食料品・勤IτUL mA
16 9 96γo 29 _ 13 8 33 4 3 -94 17 
19 15 2 1 16 6 50 8 
1m 9 5 8 6 87 25 75 9 
V 消資物資 Ex 2 4 - 63 51 11 9 12 8 24 8 24 4 
1m 178 __ (3) 138 6(3〉 351 __ (7) 873 __. (17) vl 総 計 Ex - 52 - 68 -234 126 (3) 144 (3) 283 (6) 639 (14) 
東 独% ソ 連 %|CMEA6ヶ国 ~I 臨社会主 %I~会主書%
523 1596 34 48102 11 1643 32 405 
2311052 656 43 166468 40 1813 172 118 150 46 
102 10 ill05 50 1657 35 121 28 177R 34 
2日6 453 -219 - 32 -251 
308 60 I 652 27 1438 35 89 27 1527 34 
169 17 75 3 I 304 6 27 61 331 6 
-163 22 -140 2 -138 
6 1 97 4 I 164 4 29 9 I 193 4 
43 41527 24 744 16 155 36 898 17 
4 ~ð84 466 143 -608 
47 9 1 43 6 278 7 12 4 290 7 
162 16 122 385 5 463 150 10 83 19 
547 11 
-128 - 39 111 
34 71 S07 21 613 15 44 14 658 15 
999 ← 486 (20) 2225 226(42) 4764 _M(92) 434 -110 (8) 5197 10日-607 -716 
513 (12) 2451 (55) 4157 (93) 324 (7) 4481 100 
( )の内の比率は地域 国別構成比を示す.なお也の比率は部門別の構成比である 9
同所第s妻に同じ。
7) ユーゴλ ヲピアとの関係は L. S. ADAMOVIC， Participation of a Selj二lnaneged
Socialist Economy in Internationa1 E泊 nomicRelations， S田 ialismin Yugoslav Theory 
and Practice， No. 12. 1979 















さ，東独への出超 (2億 600万ズロチ〕とソ連からの入超 (4億 5300万ズロチ)
が注目されるが，それは工業用原燃料をソ連から輸入しながら同時に他のコメ
コン諸国にそれを輸出しているという，資源国ポーラ γ ドの特殊な位置を反映






















国別輸出入占有率をみると， ノソレガリアー -3% (1m， Ex)， ノレ--，ニ 7
3~百(Im~ Ex)，ハ ':/)i'Y --7 % (Im) 63百(Ex)，ヲュロ 17% (1m) 











際分業からなる構造としてまとめられよう o 第 lの型は，ポーラ γ ドがソ連か
らEを輸入して，それと交換に]， Vをソ連に輸出する， ソ連の側からすれば，
Eを輸出してポーランドり工業化を保障L，そり見返りに IとVを輸入すると



























現代世界経済における社会主義的国際分業(上〉 (245) 105 





これら 3点を踏まえて， n部門を構成する各部分の検討に入っていこう o 第
8表は燃料・エネノレギーだけを摘出したものであり， それによると， 次の点が
第 8衰 燃料・エネノレギ 白輸出入構成
〔単位百万ズロチ〉
I?'主義|宇ヶ首i富輔員i途上国|首会主義 1累 計
32~ 327 。 O O 石 炭 49 264 264 14 49 14 。 。 。 。
原 油 。 O O 。






。 o O O 。 O O 。
8 368 
6 2 O 
合 計 63 293 291 14 376 69 14 
CMEA 戸Fリ守二三司二万可チエ
113 O 。 。
852 4 15 104 
965 4 15 104 
245 O 。 O 
-245 
O O O 。
2BB I 45 21 
-287 1 45 -21 
1 O 。 。






670 1 45 21 
326 3 38 83 

























678 '357 686 752 
1，035 1，411 
独iソ 連
2574  22日 4670 1 409 
。 245 













































等量生鉱石及び屑鉄 69 2 43 24 304 o -69 - 2 43 24 -304 。 。 。 。
33 o 33 O 150 
銑鉄及び鋳鉄 31 -31 138 
2 。 2 。 1l 
等蹴条・鋼材・鋼板 64 26 24 15 299 38 3 8 22 -12 
102 29 36 37 287 
46 37 9 。 20 
各積鋼管 -27 30 O 3 27 
19 7 日 3 47 
37 20 17 o 15 
t同線・その他 -16 11 14 10 9 
21 9 3 10 6 
279 85 126 36 788 
it 言十 -135 40 -76 14 -437 144 45 50 50 351 
CMEA |プ川1可Zー マュ不ンガベチェコ|東 独|
304 O O O 1 
- 304 - 1 
O O O 。 O 
140 。 O 。 2 
129 2 2 
11 O 。 2 4 
283 。 6 21 186 -90 - 41 21 20 4 
242 21 26 17 96 
19 。 1 2 11 
25 1 1 - 1 
44 1 O 1 8 
15 。 O 4 6 
9 3 - 4 
6 3 O O 2 
761 O 7 27 206 
- 458 25 19 7 










































































72 54 9 9 115 187 
非鉄鉱石 61 16 9 9 115 179 
8 8 O 。 O 8 
128 90 28 10 93 222 
非鉄金属 -100 -82 84 - 2 - 3 -104 
28 8 112 8 90 118 
200 144 37 19 208 4日9
メLミ4 言十 164 一128 75 11 -118 -2R3 







82 O 2 34 O O 47 
82 - 2 -34 - 47 
O O 。 。 O O O 
80 15 。 6 6 1 53 
10 -15 O 12 15 9 
90 O O 6 18 16 64 
162 15 2 40 6 1 100 
72 15 - 2 -34 12 15 - 36 
90 O 。 6 18 16 64 
ソ|プげりアI~v-~-~ ァ|ハンプf り:Jチエコ l 東CMEA 
上段は輸入，下段は輸出を示し，右の数値はその収支を表わす。
山所第 5表に同じ。




























110 (250) 第 127巻第2・3号
第2に。ポーラ YドはE部門のなかで特に燃料・エネノレギ ，鉄鉱右・鉄鋼
製品を主として CMEA域内からの自給に依存している。そしてこのような自
給率の高いなかで， ソ連は唯一の資源供給国として位置している。このことは
CMEAが資本主義世界経済に対抗して， 国際的な地域経済統合体を形成して
おり，その中核にソ連がいることを明らかにしている。
第 3に。ポーランドは全体的評価として資源輸入国として性格づけがあたえ
られるな仇にあって，石炭は輸出固とし亡の側面をもっており，先進国にたい
する主力輸出品目のひとつとして，また非鉄鉱・金属と他部門の品目の輸入を
可能にするものとして，機能している。しかしながら， それは貿易構造全体の
中で貿易収支を最終的に調整する役割を十分はたすまでには至ってレなレ。
(脱稿 198u・10・9)
